
ほんの森
司書のオススメ
せんとぴゅあⅡ ほんの森せんとぴゅあⅡ ほんの森せんとぴゅあⅡ ほんの森
【貸し出し】
図書、紙芝居、雑誌は一人合計10点まで（15日間）
ＤＶＤは一人２本まで（８日間）
★本、ＤＶＤの蔵書リクエストもお受けしています

ほんの森
司書のオススメ

ともぐい（一般書）
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　明治後期、北海道の
人里離れた山中で犬を
相棒にひとり狩猟をし
て生きていた熊爪は、
人付き合いを極端に疎
んじていたが、まれに
肉を売りに行く集落に
住む盲目の少女・陽子
に不思議な魅力を感じ
ていた。熊爪はある日、
山中で負傷した男を見
つける。男は冬眠して
いない熊「穴持たず」
を追いかけてきたとい

うが…。別海町出身の著者が人間と獣たちの業
と悲哀を書いた第170回直木賞受賞作。

　カナダのシンボルといえばメープルリーフが
一般的ですが、動物のビーバーもそうだとご存
知ですか？アメリカの威厳あ
る白頭ワシならわかりますが、
どうして穏やかなビーバーが
カナダの代表になったのでし
ょうか？
　16世紀、カナダの開拓が序
盤の頃、ヨーロッパではフェ
ルト帽が流行。その素材に適
したのがビーバーの毛皮でした。カナダの先住
民は昔から衣装や食料のために多くのビーバー
を狩ってきましたが、ビーバーは開拓者との商
売に重要な資源となりました。先住民たちはビ
ーバーの毛皮を独占すべく争いを起こし、それ
は後に「ビーバー戦争」と呼ばれます。やがて
現地のビーバーがほぼ絶滅に追い詰められ、商
人は未開発の西部と北部を開拓し始めました。
　そこから開拓者はカナダの大自然に交易所と
砦（とりで）を建てました。狩りは経験豊富な
現地の先住民に任せ、開拓者は日用品やヨーロ

ッパ輸入品との物々交換によって毛皮を手に入
れていました。しかし交易所以外の大自然はほ
ぼ未開拓のままで、ヨーロッパへ輸出するには
道なき大自然を渡るしかありません。カヌーで
無数の川を移動し、川を移動できない長距離を、
カヌーと重い毛皮を担いで徒歩で移動しなけれ
ばなりませんでした。その輸送の役割を果たし
た人は「ボヤージュア」（フランス語「旅人」）
と呼ばれ、彼らの強さは伝説級とされています。

　250年の長い間この物々交換
が続き、カナダは通貨が導入
されませんでした。その間、
ビーバーの毛皮1枚が取引の基
本単位とされ、交易所でしか
認められない「メイド・ビー
バー」という毛皮1枚の価値を
持つコインが作られました。
コインの1枚で卵12個、6枚でブ
ーツ1足の価値です。
　19世紀、流行の変化で毛皮の需

要が減り、毛皮交易の時代は幕を閉じましたが、
ビーバーなくして現在のカナダはないといって
も過言ではありません。かつては乱獲されカナ
ダ全体のビーバーが絶滅の危機となりましたが、
現在は保護され数を増やしています。カナダ経
済に重要な役割を果たしてくれた記念に、5セ
ント硬貨の裏側にはビーバーが描かれています。
ありがとうビーバー！

107世界を知ろう！世界を知ろう！世界を知ろう！世界を知ろう！
カナダの毛皮交易
東川町国際交流員（CIR）マティ・サフランヤク

国際文化紹介ブース3月：カナダ編
　せんとぴゅあⅡで、東川町国際交流員（CIR）が
母国に関連した書籍を紹介‼

担当ＣＩＲからヒトコト
　カナダの代表作「赤毛のアン」や、景色と歴史
を味わえる図鑑を用意します。どうぞお越しくだ
さい！　　　　　　　　　　マティ・サフランヤク
※一部館外貸し出しできない書籍もございます。
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